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全社トピックス

株主の皆様へ ラオックスグループの新型コロナウイルス感染症への対応に関して
ラオックスグループでは、お客様と社員への安全の配慮として1月22日から全社員に勤務時間中のマスク配布・着用および検温の義務付けを
開始したほか、危機管理委員会を設置し、機動的な対策の実行を行ってきました。２月以降は時差通勤やリモートワークへの移行を実施し、
感染拡大の防止に努めております。同時に店舗の一時休業や早期退職の募集を行い、コスト削減に取り組むとともに、中国の感染拡大時に
中国との流通チャネルを活用しマスクや防護服などの防疫用品を中国へ供給したほか、国内においても各店舗でマスクや消毒液など衛生用品
の販売を行いました。引き続き、国内外の感染状況に応じて柔軟な対応を行い、コロナ収束後を見据え、反転攻勢に向けた戦略策定とその実
行も行っていきます。

事業別トピックス

①インバウンド事業

～新コンセプト店 大阪・道頓堀店 6月上旬グランドオープン～

ラオックスでは、昨年度より訪日団体客依存だけでなく、日本人のお客
様にも来店いただくべく、店舗の改革を行っており、昨年12月にプレオープ
ンした道頓堀もそのうちの１店舗となっています。今後、この店舗を既存
のラオックスとは異なる、新コンセプト店の旗艦店とし、グランドオープンに向
けて現在準備を進めています。
大阪・道頓堀店は日本人と訪日旅行客、双方の通行量が日本でも

トップクラスに多い場所にあります。この立地を生かし、日本人や個人旅
行客の方にも楽しんでいただける店舗としてリブランディングを図っていきま
す。

▼１Qハイライト

第１四半期期間は、中国の旧正月である春節時期と重なったものの、１月末以降、新型コロナウイルスの感染が世界的に広まった影響によって、中国
だけでなく、東南アジア、アメリカ、欧州などからの訪日観光客数が大きく減少し、ラオックス店舗におけるインバウンドの客数も減少しました（前年同期比
54.9%）。
一方で、商品戦略本部長がインバウンド事業本部長を兼務し、抜本的な事業構造改革に着手しました。国内のお客様向けに売り場の改良を行ったほ
か、SNSによる情報発信を強化しマスクや消毒液、非接触型体温計などの衛生用品をより多くのお客様にお届けする取り組みや、国内QR決済の導入を
進めました。また、早期に低採算店舗の閉店や一時休業の決定、希望退職を実施し、収益改善に努めました。
第２四半期以降は、コロナ収束後の準備として中国ライブコマースへの本格参入のプロジェクトを発足しており、テスト運営段階ながら最大約42万人超
の視聴者を獲得しました。また、「巣ごもり消費」として国内におけるECの需要増加に対応すべく、ラオックス国内EC強化の部署を立ち上げを行うなど、国
内の新型コロナウイルスの感染収束および、訪日観光客の回復目途が立たない中で収益確保に向け新たな取り組みも行ってまいります。

※新型コロナウイルスの影響によって店舗の休業を実施しており、過去との比較が困難であることから、「レジ通過数」の公表は差し控えさせていただきます。

※写真：道頓堀店パース
※写真：ライブコマースの様子
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②グローバル事業

～新型コロナウイルス関連物資の輸出を実施～

ラオックスでは、中国で新型コロナウイルスが感染拡大した２月、当社のグループ会社である
上海惲誼貿易有限公司を通じて100万枚のマスクを輸出し、当社筆頭株主の蘇寧のチャネル
を活用して中国に納品しました。中国国内10余りの地方政府にマスクと防護用品を供給すると
ともに、一般消費者向けにT-mallラオックス海外旗艦店内に「防疫商品専用エリア」を開設し、
除菌シートや非接触体温計を販売しました。当社では今後も一連の事態に対して機動的に対
処し 、状況を鑑みつつ、中国からの防疫商品の輸入なども含め迅速な対応 を行ってまいります。

▼１Qハイライト

第１四半期は、1月以降に中国で新型コロナウイルスが感染拡大し、その後各国に感染が広まったことで、世界的なECの需要は
上昇しました。ラオックスの貿易・グローバルEC事業は、中国に向けてマスクや防護服などの衛生品を蘇寧グループのチャネルを活用して
輸出を実施しました。また、電動シェーバーや掃除機など家電品の貿易が、新型コロナウイルスの影響を受けずに順調に推移し、売上は前年同期比
113.9％となりました。
今後は、新型コロナウイルスを経験した中国において、品質の高い日本製品へのニーズが高まっていくことが想定され、Suning.com内のプラットフォーム・蘇
寧日本館を４月よりLAOX日本購に名称を変え、商品数を増やし、デザインも一新してスタートします。現在、日本の他社メーカーの出店誘致を行っており、
中国市場のより幅広いニーズに応えるべく、準備を進めています。また、蘇寧グループが運営するカルフールの仕入資源を活用して海外品を輸入し、ラオックス
店舗で販売を行うほか、日本国内法人への卸売りなどを行っていく予定です。

③商品戦略本部 ～グループ横断のサプライチェーン強化・日本酒の中国輸出へ向けて～

当社およびグループ会社であるシャディの商品部門との連携を一層強化し、仕入先の開拓を共同で実施する取り組みを開
始しました。第１四半期は、食品メーカーを中心に109社の新規取引先とのお取引を開始し、新型コロナウイルス収束後の
インバウンドはもちろん、日本人のお客様にもご満足いただける品揃えを目指し、グループ一丸となって取り組んでまいります。
また、2020年1月28日、日本国内の酒造メーカー様30社以上に参加いただき、「日本酒・中国輸出説明会」を実施し
ました。ラオックスでは、日本の国内店舗にてインバウンド向けに販売を行い、中国では蘇寧グループが運営する中国カルフー
ルなどの実店舗やECサイト「Suning.com」を活用することでアウトバウンド需要を獲得するための国内外連携の販売スキー
ムを計画しており、中国市場に進出したいものの、なかなか踏み出せなかった酒造メーカー様から大きな反響を得ることができ
ました。また、３月には酒類の日本酒輸出販売業免許を取得し、中国マーケットへの展開に向け、準備を進め、インバウンド
事業、グローバル事業と横断的な事業展開を行っていきます。※写真：日本酒・中国輸出説

明会の様子

※写真：中国に輸出した物資
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●シャディ

～冨田副社長就任メッセージ～

初めまして。シャディ株式会社 副社長兼営業統括
本部長として入社しました冨田です。直近約８年間、
アマゾンジャパンでホームセンター領域、ホームファッショ
ン領域で事業部長を経験し、その知識・経験を日本
企業の再生・成長に活かしたいという思いの中、今回ご
縁があってラオックスグループ、シャディに参加させていた
だくことになりました。
シャディの強みは、90年以上の歴史を通じて培ったギ
フト会社としてのノウハウ、メーカー・販売店との強固な
関係です。それら強みを活かし、成長領域であるECの
強化、ITを活用したO2Oの促進を通じ、世界に通ず
るシャディならではの新たなビジネスモデルを構築し、今
まで以上に多くのお客様に最高の商品、サービスをお届
けすることを誓います。

④生活ファッション事業 ●オギツ／モード・エ・ジャコモ

～スニーカーブランドとのコラボレーション商品を発売～

昨今、スポーツウェアやスポーツテイストのアイテムを取
り入れたスポーツミックススタイルが流行しており、
スニーカーがコーディネートにカジュアルさとスポーティーな
印象をプラスするアイテムとして注目されています。
このトレンドを受け、「ing」、「MODE ET JACOMO」、
「Riz raffinee」と「Keds」、「le coq sportif」との初
めてのコラボレーションスニーカーを発売しました。

●加古川ヤマトヤシキ

～改装リニューアル 播磨特産品売り場を開設～

加古川ヤマトヤシキでは、昨年12月より１階化粧品コーナーの改装リ
ニューアルを行ってきましたが、第１四半期にて化粧品コーナー2ブランド
の売り場を改装するとともに１階ハンドバック売り場、婦人雑貨売り場、
地階惣菜フロアを改装リニューアルしました。
ハンドバック売り場は、「播磨モノ語り」としてリニューアルし、地元播磨地
域の「ええもん」に出会える店をコンセプトに地酒や醤油、お菓子などの食
品から革細工や帆布など日用品を販売しています。また、地階は惣菜フ
ロアがリニューアルし、多彩なお惣菜を提案できるようになりました。

※写真（左）：播磨モノ語りフライヤー
写真 （右）：播磨モノ語り売り場

～シャディギフトEXPOを開催～

1月14日～15日にかけて「シャディギフトEXPO」を開催しました。

シャディの販売店とメーカーが一堂に会し、２日間でメーカー110社が出展、
530社930名が来場しました。 イベント冒頭には、代表取締役会長兼社
長の羅怡文より、シャディが新たなギフトカンパニーとして中長期的に成長し、
業界トップブランドとしてのポジショニングを図るための方針発表を行いました。
第１四半期中には役員体制を変更し、取締役副社長兼営業統括本
部長に冨田載彦が就任、４月１日にはSuning.com内に旗艦店をオー
プンしました。中国国内でも人気の高い 「安心・安全」で高品質な日本の
コスメや生活用品、生活雑貨や玩具等、約170SKU のギフト商品を販売
し、中国EC事業を本格的にスタートしました。今後もよりよい事業体制の
構築、経営戦略策定を行い、ギフトのリーディングカンパニーとして全国の販
売店とともにお客様のニーズに応えていきます。

※緊急事態宣言の発令に伴い、4/15から当面の間、地階・１階食品
フロアを除き臨時休業しております。
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⑤エンターテインメント事業

●ラオックスSCD～千葉ポートタウン 地域の皆様に愛される施設を目指して～

千葉ポートスクエア 千葉ポートタウンでは、地域の皆様に愛される施設を目指し、新型コロナウイルスの状況を見ながら様々なイベント・活動を
行ってまいりました。第１四半期は、１月の千葉神楽太鼓＆獅子舞披露を皮切りに、２月にはバレンタインお菓子作り体験教室、コンサート、フ
リーマーケット、ヒーローショー、ドライビングレッスンを開催しました。
また、月に２回、ラオックスSCD社員で地域清掃も行っています。綺麗な街を目指し、今後も地域社会に貢献していきます。

●フードクリエイションワークス

４月１日、千葉ポートタウン３F
に「公文式 千葉ポートタウン教
室」がOPENしました。
教室日：毎週月曜・木曜
開室時間：15：00～19：00

～「グレイスワイン」とのペアリングによる
メーカーズディナーを開催～

フードクリエイションワークスが運営する会員制社交倶楽部NEW 
CITY CLUB OF TOKYOでは、ワインや日本酒の作り手を迎えたペ
アリング・ディナーを定期的に開催しております。２月18日は、日本ワイ
ンを代表する山梨のワイナリー「グレイスワイン」の三澤オーナーと醸造家
を迎え、フレンチとのペアリング・ディナーを開催しました。今回は40名の
方にご参加いただき、 『Grace Blanc de Blancs 2013』や、良年
のみにリリースされる、『キュヴェ三澤』の新ヴィンテージワインなど希少性
の高いワインとのマリアージュをお楽しみいただきました。

～テナント情報～

※写真（左）：お菓子作り体験教室
写真（中央）：コンサート
写真（右 ）：地域清掃

～くろぎ上海が「黒真珠レストランガイド」において一つ星を獲得～

「黒真珠レストランガイド」は中国グルメ口コミサイトを運営する
美団点評が発表しているレストラン評価システムで料理のレベル、
レストランの水準、伝承と革新の３つの要素で評価されます。
2020年は中国の上海、北京、香港など22の都市と東京、
ニューヨーク、パリなど海外５都市の評価対象にあたるレストランか
ら309軒が選定され、そのうちの1軒に運営する「くろぎ上海」が選
ばれました。
くろぎ上海は高級志向の日本料理店として現地で高い評価を得
ており、旬の食材や季節の料理、日本文化の伝統的な調理方法 、
レストランの雰囲気やサービスなどを評価され、今回一つ星を獲得
いたしました。今後もくろぎ上海を筆頭に八十八屋などの運営を通
して日本の食文化や体験を中国市場に発信し続けてまいります。

●くろぎ上海

※開室状況については、直接教室
にお問い合わせください。

※新型コロナウイルス感染予防のため、現在店舗の営業日、営業時間を変更をしております。詳細はホームページ
のイベント情報をご確認ください。


